令和３年度　第６２回秋田県児童生徒美術展　応募要項
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５　応募規定 

６　地区審査
７  表  　彰
８　出 品 料
９　そ の 他
10　事務局へ

	　Ａ　平面作品（絵画，版画，平面デザインなど）
　　　※平面作品とは重ねての保管に耐えうるもの。ビー玉など（半立体物）の使用により重ねての保管ができない作品は「Ｂ 立体作品」です。
Ｂ　立体作品（工作，工芸，彫刻など）　　
　　　

	
	自由　
それぞれの感性をもとに，自由な発想で形や色から表現したいことが伝わるような作品や，表現すること　　　　　の楽しさや喜びが伝わってくるような作品を募集します。
　　　　また，著作権を侵害する恐れのあるもの，児童生徒の表現としてふさわしくない作品はご遠慮下さい。


	
	Ａ　平　面　…　四つ切り大以内  厚さは１ｃｍ以内
  Ｂ　立　体　…　一辺の長さが１ｍ以内


	
	学級数とする（→この作品はすべて「佳作」になります）　※特別支援学級は含まない。


	
	・審査の際に困らないよう、平面作品の裏側へ名前を記入することや，作品が壊れやすい，破けやすいなどの場合は補強するなどして，展示に耐えうる形をとってください。
　・立体も同様に壊れやすいものはご遠慮ください。
・今年度，授業でつくった作品に限ります。長期休業中の課題等はご遠慮下さい。
【地区で展覧会がある場合】
・名札を作品の下に貼ってください。（※県事務局より配信した名札をご利用ください）
【地区で展覧会がない場合】
・名札等の貼り付け等はいりませんが、審査等に必要な際は適宜ご活用ください。（※地区審査のみ）


	
	【入賞】
「佳作」（学級数＝応募数）の中から，学年毎に30％の「入賞」を選出してください。この時，平面・立体を区分せず一律に審査します。
【話題作】
入賞の中から，小学校3点以内，中学校２点以内の「話題作」を選出してください。
※詳しくは県の審査基準（別紙１），審査の方法（別紙２）をご覧ください。


	
	・「佳作」「入賞」「話題作」の賞状を準備しています。（学年，氏名，学校名等は記入していません）


	
	徴収しません。


	
	出品された作品の版権は本研究会に帰属します。主催者の判断で新聞，出版物，ホームページ等に掲載させていただく場合がありますので，予めご了承下さい。話題作に選ばれた作品は，本研究会ホームページで紹介させていただきます。

	
	・事務局と事業部の担当の先生で連絡を取り合っていただき、地区審査等の運営を進めてください。
・事業部の先生は、以下を事業部・小林（能代南中）までご連絡ください。
①地区審査や展示の有無が決定次第、その旨をメールかＦＡＸでご連絡ください。

②12月中旬まで，地区審査結果を報告書へ入力し，メール送信してください。
③「話題作」については審査結果報告書に題名などを入力し，写真撮影した画像を送信してください。
・「話題作」は，例年発行の「造形秋田」に掲載（ホームページにアップ）し，展示公開とする。また例年、秋田魁新聞へ掲載していますので，よろしくお願いします。
・ご提出された報告書の確認後，「佳作」「入賞」「話題作」分の賞状を各地区事務局へ送付します。各学校分に分け配布してください。

	
	　問い合わせ・提出先            　　TEL０１８５－５２－６４５２　FAX０１８５－５２－９２２０
　能代市立能代南中学校 小林　翔子　　　Email: minamij1@shirakami.or.jp


